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　線虫は人体に寄生することで有名なカイチュウやギ
ョウチュウなどの仲間で，線形動物門に属する小動物
である。動植物に寄生して生活する線虫，地表で細
菌・菌・腐植物を食べて生活する線虫や海の底土に棲
む線虫を合わせると地球上には数千万種が存在し，物
質循環において大きな役割を果しているといわれてい
る。一方，農作物の根や茎葉に寄生する線虫は期待さ
れる生産量のほぼ10％に相当する被害を与え，樹木
の幹に寄生する線虫もマツ林では壊滅的な被害を与え
ている。このような有害線虫の制御にこれまで合成農
薬が多用されて大きな効果があげられたが，土壌消毒
剤である臭化メチルはオゾソ層を破壊し，殺線虫剤で
あるEDBは地下水汚染と健康被害を引き起こすなど
合成農薬の弊害も問題視されるようになった。このよ
うな状況を踏まえて植物線虫学研究室は環境に配慮し
た安全・安心な線虫制御法の開発を目指した研究を行
うとともに，有益な線虫の利用法開発の研究にも取り
組んでいる。
天敵微生物による線虫制御法の開発と改良
　新しい資源植物とそれに寄生する線虫の制御法の研
究を行っている。食用カソナの根に寄生するネコブセ
ンチュウに対する天敵出芽細菌（パスッーリアペネト
ラソス）（図1）の評価試験で一定の制御効果が認め
られたので，この細菌の施用法の改良に取り組んでい
る。また，新しい資源植物の中から土壌中の有害線虫
の密度を低下させる効果のあるものを選び出す研究に
取り組みつつある。
熱水消毒の効果の検討
　熱水を土壌に浸み込ませて土壌中の有害生物を熱殺
する消毒法が神奈川県農業技術セソターによって開発
された。この消毒法が作物の線虫被害の軽減にどの程
度の効果を上げているのかということを評価するとと
もに，より高い消毒効果をもたらすにはどのようにす
ればよいかということを同センターの研究者と連携し
て検討している。
線虫のin　vitro培養法の開発と改良
　大部分の植物寄生線虫は生きた植物細胞を摂食する
ことによってのみ繁殖する。このために実験材料とし
ての線虫の種の維持・増殖や線虫に寄生する天敵生物
の維持・増殖に腐心を余儀なくされている。したがっ
て，細菌や菌による汚染のない培養系で線虫と植物組
織・器官を共存培養する方法の開発と改良を進めてい
る。これには生きた線虫を顕微鏡下で何日も連続して
観察することによって線虫に親しみを感じるという副
次的な効果もある。
図1　サッマイモネコブセンチュウの体表に付着した天敵出芽
　　細菌パスツーリアペネトランスの胞子（直径約4μm）
　　（吉村信吾，原図）
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マツノザイセンチュウの分化の研究
　マツ枯死の原因線虫であるマツノザイセンチュウは
他のマツへ伝染する時に分散型幼虫という特殊な形態
へ分化する。この分化は媒介昆虫に由来する刺激によ
って誘起されることがわかっているが，誘起因子の実
体や作用機構はまったく不明である。そのため，誘起
因子の生物検定系の開発に取り組んでいる。また，分
散型への分化において重要な働きをする遺伝子を見つ
け出すためにマッノザイセンチュウの発現遺伝子の網
羅的解析（EST解析）を独立行政法人森林総合研究
所の研究者とともに行っている。
ヨモギツブセンチュウの解明
　ヨモギに寄生して葉に虫こぶを形成させる線虫を筑
波山で発見して種を同定した（図2）。この線虫は日
本では標高600m以上の数地点からしか見つかってい
ない。この線虫の生活史と生態や分布を限定している
要因の解明を横浜植物防疫所の研究者とともに進めて
いる。植物の地上部寄生の線虫を学ぶ教材としての利
用価値も高いと思われるので，その面での利用法の開
発にも取り組んでいる。
昆虫寄生線虫の探索と利用技術の開発
　数種の昆虫寄生線虫が明治大学生田キャンパスや黒
川農場予定地の土壌から見つかっており，探索の範囲
図2　ヨモギの葉に寄生するヨモギッブセソチュウの全体と卵
　　巣のスケッチ及び頭部の拡大像（大胡聖嗣，原図）
を広げることによって，さらに多くの昆虫寄生線虫が
見つけ出されると思われる。それらの中から，害虫制
御に利用可能な種を選び出して，大量増殖法や保存法
や施用法などの基礎研究を行う予定である。また，ス
タイナーネマ・クシダイという昆虫寄生線虫は企業と
の連携によって生物農薬としての開発と販売が行われ
たが，現在販売が中断されている。販売の復活にむけ
て線虫保存法の改良に取り組んでいる。
　植物線虫学研究室の研究分野は，研究室に所属する
学生が可能な限りそれぞれの興味にあった研究対象を
選択できるように比較的広く設定してある。学生が
「自ら切り開いて，自ら進んで行く力」を身につける
ために，このような設定の仕方があってもいいのでは
ないかと思う。
一74一
